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[ 研究報告要 旨 ]

日本は 2004年 に人 口が ピークを迎え、それ以降は長期的な減少過程に入 っ

ている。地域的には最近の 20年 間で人 口が 20%以上減少 しているところもあ

り、そ こでは空き家が増加 してい る。空き家の急増は住宅市場に悪影響 を与 え

ると同時に防犯面な ど生活環境にも大 きな影響 をもた らす こととなる。本研究

は、アメ リカの事例 を中心に、日本 の空き家対策 として長崎市の調査 を踏 まえ、

今後の 日本への知見を得 ることを 目的 とす る。

アメ リカ・ ミシガン州、オハイオ州で行われてい る事業は行政によって設立

された Land Bankが 進 めている。 Land Bankと は行政外郭団体で、空き家の

リユースを効率的に進 める組織である。Land Bankは 2年以上固定資産税 を滞

納 している土地・建物 を手続 きを踏 まえ収容す ることが出来 る。

本研究で明 らかになつた主な点を以下にま とめる。

・滞納物件 を税務署 と行政が連携 し一元的に管理 している。 これは投機が横行

した過去の経験 によるものであ り、投機 を防 ぐことができる。 同時に、LBの
財源確保 にも寄与 している。

・LBの 活動内容は危険家屋 の解体だけでな く、売却、改修等 も行 ってい る。

これ らの活動は住環境 の改善はもちろん住宅価値や防犯にも寄与 している。
・地域の改善には CDCsが 一役 を担っている。改善の計画やアーバ ンファーム

や コミュニテ ィガーデ ンの運営主体 として、居住環境改善に寄与 している。

以上の検討 を踏まえ、 日本では次のよ うな対策が望まれ る。 1段階 :空 き家

対策、個別対策、2段階 :長期計画 との連携。

世帯数が減少す ると、将来的には住宅地を全体的に縮小 させ るよ うな計画が

必要である。その際には住宅地 を、市街地 として残す地区 と自然的な土地利用

にす る地区に大きく区分す る必要があると思われ る。そのよ うな縮小型の都市

計画 を立て、それ を実現す る手段 として、空 き家対策 を位置づけるべきである。

空き家対策には長期的視点 も必要である。


